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①割引実験区間を利用するETC交通量
が増加

• ETC車の実験対象区間相互での出入
口ペア交通量は、 割引社会実験開始
以来、社会実験がなかった場合の推定
交通量と比較して約１１～１９％増加を
保っている。

首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験 参考資料参考資料

実験対象区間

※実験対象区間相互でのインターペア交通量：首都高速神奈川線横浜市内出入口～湾岸環八及び空港中央出入口間相互の交通量の合計

※推定交通量：実験開始前の１ヶ月（11月）の実績交通量から、月毎の交通変動やETC車交通量の自然増加を考慮して算出した社会実験
がなかった場合を推定した交通量

（推定交通量）＝（11月交通量）×（各月の11月に対する交通量変動の割合）×（各月の11月に対するETC車交通量の自然増加の割合）

○社会実験がなかった場合の推定交通量との比較（実験対象区間のETC車）

■実験の概要
・実験時期：平成17年4月1日(水)

～平成18年3月31日(金)

・割引時間：終日

・対象車両：ＥＴＣ無線通行車限定

・対象区間：首都高速神奈川線横浜市内出入口

～湾岸環八及び空港中央出入口

・割 引 率：普通車 900円⇒700円

大型車 1,800円⇒1,400円
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割引対象出入口ペア交通量（ETC車）
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［％］

空港中央出入口 1,906 2,820 1,200 -1,620 -57.4% 2,888 1,213 -1,675 -58.0% 3,227 1,313 -1,914 -59.3% 3,469 1,400 -2,069 -59.6% 3,970 1,605 -2,365 -59.6%
湾岸環八出入口 700 1,036 3,312 2,276 219.7% 1,061 3,401 2,340 220.5% 1,185 3,836 2,651 223.7% 1,274 4,138 2,864 224.8% 1,458 4,680 3,222 221.0%

合計 2,606 3,856 4,512 656 17.0% 3,949 4,614 665 16.8% 4,412 5,149 737 16.7% 4,743 5,538 795 16.8% 5,428 6,285 857 15.8%
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［％］

空港中央出入口 1,906 3,980 1,517 -2,463 -61.9% 3,979 1,557 -2,422 -60.9% 4,193 1,571 -2,622 -62.5% 4,379 1,640 -2,739 -62.5% 3,967 1,480 -2,487 -62.7%
湾岸環八出入口 700 1,462 4,756 3,294 225.3% 1,462 4,904 3,442 235.4% 1,540 5,057 3,517 228.4% 1,608 5,374 3,766 234.2% 1,457 4,690 3,233 221.9%

合計 2,606 5,442 6,273 831 15.3% 5,441 6,461 1,020 18.7% 5,733 6,628 895 15.6% 5,987 7,014 1,027 17.2% 5,424 6,170 746 13.8%

12月 1月11月9月 10月
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②一般道路及び首都高速横羽線から首都高速湾岸線に交通が転換

•ＥＴＣモニターアンケート調査結果で
は、社会実験を利用した人のうち、
「社会実験がなかったら別の経路を
利用する。」と回答した人（転換交
通）が約１２％だった。
この内訳は、首都高速横羽線からの
転換が約８％であり、一般道路から
の転換が約３％であった。

首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験 参考資料参考資料

料金弾性値の算出

●社会実験がなかった場合の推定交通量と実績交通量を活用した場合（４月～１月平均、ＥＴＣ車）

●アンケート調査結果を活用した場合

※料金弾性値は以下の式で算出。
γ＝－｛(Q2-Q1)/(Q2+Q1)/2}／ ｛(P2-P1)/(P2+P1)/2}

Q1：社会実験がなかった場合の交通量 Q2：社会実験中の交通量
P1：社会実験がなかった場合の通行料金 P2：社会実験中の通行料金

※ＥＴＣモニターアンケート調査結果を活用した場合では、
Q1=行動変化なし
Q2=社会実験実施中の実績交通量－異なる区間からのシフト交通量として、算出

•交通量から料金弾性値を算出すると、2005年4月以降平均して約0.61と、2005年
12～3月（昨年度社会実験中）の平均約0.48と比較して高くなっている。これは、
社会実験が利用者に周知され、認知度が増加しているためと推察される。

•アンケート調査から料金弾性値を算出すると約０．５１となった。

（ETC車、台/日）
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合計行動変化なし
湾岸線の割引対象
区間外から転換公共交通から

の転換
一般道路からの
転換

首都高速横羽
線からの転換

料金割引区間のETC増加交通量

入口 出口
推定交通量
Q1
実績交通量
Q2
増加交通量
Q2－Q１

交通量
変化率
X

料金
変化率
Y

料金弾性値
X／Y

横浜市内 空港中央＋湾岸環八 2,334 3,051 717 0.27 0.25 1.07
空港中央＋湾岸環八 横浜市内 2,702 2,815 113 0.04 0.25 0.16

5,036 5,866 830 0.15 0.25 0.61合計

一般道路及び
首都高横羽線
からの転換

湾岸線の割引
対象区間外か
ら転換

行動変化なし
一般道路及び
首都高横羽線
からの転換

湾岸線の割引
対象区間外か
ら転換

行動変化なし 計

11.7% 1.2% 87.1% 724 75 5371 6170 0.51

アンケート調査結果によるシェア 交通量（1月平均）（台／日）

料金弾性値

 社会実験による行動変化
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※ｎ：社会実験を利用した人

転換
交通

0%

※ 転換交通：湾岸線利用の変化に着目し、湾岸線以外から転換した
交通のみを対象
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横浜市内の首都高速入口⇒湾岸環八、空港中央　出入口ペア交通量（入口別）
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•割引対象交通の入口別交通量増加を比較してみると、首都高速湾岸線の入口（本牧
ふ頭,大黒ふ頭、磯子、杉田［東行］）で普通車が約３１～１１３％利用増加と増加が顕
著であり、これらの入口から羽田空港アクセス利用促進がうかがえる。また、本牧ふ頭､
大黒ふ頭では、さらに大型車が約６７～１３３％利用増加と物流関係の利用増加も推察
された。ETCモニターアンケート調査結果からも同様の結果が確認できた。

③首都高速湾岸線の入口で割引対象交通が増加

入
口
名
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実績交通量
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推定交通量
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●ETCモニターアンケート調査結果から
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湾岸線の他の出入口から転換 横羽線から転換

一般道路から転換 公共交通から転換

横浜市

※サンプル数
　転換交通　  ： 59（「湾岸線の他の出入口から」：6、「横羽線から」：35、「一般道路から」：13、「公共交通から」：5）
　非転換交通 ： 352（「同じ区間を利用した」）
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•社会実験開始前（H16.11.）と社会実験中（H18. 1）を比較してみると、横浜方面への交通
量が約２％増加しているのに対して、横浜方面からの交通量は約４％の増加が見られ、
横浜方面から羽田空港への交通の方が大きい。このことは、飛行機の出発時間に間に
合うよう、定時性の高いルートを選択したためと考えられる。

＜羽田、湾岸環八、空港中央入口 ⇒ 横浜方面＞

＜横浜方面 ⇒ 羽田、湾岸環八、空港中央出口＞

※H16.1.12～18はデータ欠測の
ため除く。H16.12.31、H17.7.23
、H18.1.21は大雪・地震による
通行止めのため除く。

羽田、湾岸環八、空港中央の入口交通量（横浜方面への利用交通）
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羽田、湾岸環八、空港中央の出口交通量（横浜方面からの利用交通）
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13,943 14,363
13,621

【その他】交通量調査結果

羽田（横浜方面）

湾岸環八

空港中央（横浜方面）

※各月の出入交通量は、月補
正を行っている。湾岸環八、
空港中央については東扇島
～大黒JCT間、羽田について
は浅田～羽田間の過去２年
間の断面交通量から月補正
係数を算出している。

割引対象交通の伸び台数
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割引対象交通の伸び率
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50%

100%

150%

200%

250%

300%

350%

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

普通車 大型車

※各月の実績交通量と、実験前(１１月)交通量の差を伸び台数とする。
※伸び率は（実績交通量－実験前交通量）／実験前交通量で算出。実験前交通量は月補正を行っている。
※バスは除く。

•伸び台数では普通車の増加が大きいが、伸び率でみると大型車のほうが大きくなって
いる。これは、大型車の利用が普通車の利用に比べ、少ないことが要因と考えられる。

●横浜方面から湾岸線（湾岸環八＋空港中央）、横羽線（羽田）の出入交通量および利用方向別に整理

●割引対象出入口ペア交通量を車種別に月毎の変化を整理
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【その他】ETCモニターアンケート調査結果

•社会実験の認知度は約５８％と、昨年度社会実験の約３９％より向上した。

•認知媒体は、横断幕が約３２％と最も高く、次いでインターネットの約２８％であった。

●調査結果の概要

首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験 参考資料参考資料

●調査概要
①調査時期：平成18年1月中旬～平成18年2月上旬
②対 象 者：首都高速湾岸線沿線エリア内のＥＴＣモニター10,000人
③抽出方法：ＥＴＣモニター登録者リストからの系統抽出方法による。
④調査方法：ＥＴＣモニター者にアンケート用紙の郵送回収によるアンケート調査を実施。
⑤回収数：2,104

社会実験の認知度

39.1%
58.0%

42.0%
60.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H16年度 H17年度

知らなかった

知っていた

H16年度 n:2362
H17年度 n:1954

社会実験対象区間の利用状況

34.6%

66.1%

65.4%

33.9%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H16年度 H17年度

利用しない

利用した

H16年度 n:2376
H17年度 n:2071

D-1 社会実験で良かったと思う点

33.2%
30.2%

20.3%

29.7%

15.0%

8.1%

17.7%

3.4%

16.9% 15.7%

8.8%
4.3%

31.9%

1.0%

38.4%

26.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

割安感が

あった

経費が

削減できた

首都高速

湾岸線が

利用しやすく

なった

時間を

短縮できた

渋滞が

避けられた

安全で

快適だった

特にない その他

H16年度 H17年度

H16年度 回答者数:831
H17年度 回答者数:2009

D-2 社会実験で改善すべき点

37.3%

26.1%

12.5%

35.3%

8.2%
2.6%0.6%

48.1%

55.9%
52.2%

23.2%

34.2%

48.4%

40.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

料金が

まだ高い

PRが不足

している

割引区間が

短い

対象区間が

わかりにくい

実験期間が

わかりにくい

特になし その他

H16年度 H17年度

H16年度 回答者数:1053
H17年度 回答者数:2008

•社会実験に対する認知度が約５８％と
昨年度より増加

•認知媒体は、昨年同様、横断幕、イン
ターネットが多い

•約２/３が社会実験を利用し、昨年度より
増加

•割安感の評価が昨年度より増加 •割高感は改善点として一番大きいが、
昨年度より減少

-5-

A-2　社会実験の認知媒体　　(複数回答可)
（社会実験を知っていた人）

25.0%

18.7%

12.7%

21.3%

17.4%

21.5%

6.4%

-

4.9%

10.4%

23.7%
26.6%

7.0%
5.3%5.5%

7.0%

28.0%

32.4%
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10%

20%

30%

40%
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道

ラ
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の
他

H16年度

H17年度

H16年度 回答者数:902
H17年度 回答者数:1142※「看板」はH17年7月29日から設置。

【社会実験が行われていることを知っていたか】

【社会実験対象区間を利用したことがあるか】
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首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験首都高速湾岸線（横浜地区）割引社会実験 参考資料参考資料

●羽田空港内ナンバープレート調査概要
①調査時期：＜平日＞平成１７年９月 ８日（木）７：００～翌７：００（２４時間）

＜休日＞平成１７年９月１８日（日）３：００～翌３：００（２４時間）
②調査方法：・ナンバ－プレ－ト調査（２０断面）

・方向別交通量調査（６箇所）

●羽田空港内ナンバープレート調査結果の概要

図 割引対象交通の流動

図 割引対象交通の内訳（方面別・車種別）

•羽田空港内ナンバープレート調査結果では、割引対象交通のうち羽田空港ターミナル
利用交通は、平日では約６５％、休日では約７７％を占めた。

【その他】羽田空港内ナンバープレート調査結果

【平日】 【休日】

羽田空港内利用交通内訳（流入）

1,146
(35%)

41
(1%)

1,364
(41%)

746
(23%)

第１ターミナル着

第２ターミナル着

国際線ターミナル

羽田空港通過交通

計
単位：［台/日］

3,297

羽田空港内利用交通内訳（流入）

528
(23%)

34
(1%)

939
(41%)

810
(35%)

第１ターミナル着

第２ターミナル着

国際線ターミナル

羽田空港通過交通

計
単位：［台/日］

2,311

方面別車種構成比（流入）

1,302 380

428
95

21

36
26

18
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40%
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羽田空港ターミナル関連 羽田空港通過交通

大型貨物

小型貨物

バス

乗用車

計 計 単位：［台/日］1,783 528

(72%)

(24%)
(2%)
(1%)

(4%)

(5%)(18%)

(73%)

方面別車種構成比（流入）

1,291

241

731

825

0
80

65
65

0%

20%

40%

60%

80%

100%

羽田空港ターミナル関連 羽田空港通過交通

大型貨物

小型貨物

バス

乗用車

計 計 単位：［台/日］2,151 1,146

(60%)

(34%)
(3%)

(3%)

(21%)
(0%)

(7%)

(72%)

６５％ ７７％
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